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電気設備　電灯照明設備図(１階)

電気設備　弱電設備図(１階)

電気設備　自動火災報知設備図(１階)

Ｅ-１１ 設備基礎詳細図



（ ３） 配線・ ケーブルは、エコ配線・ ケーブルを使用すること。
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電気設備工事特記仕様書

Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所 三重県伊賀市阿保　地内

Ⅲ　建物概要

建物名称

ホール

構　　造

ＲＣ造３階建て

延面積（ ㎡）

（ １） 項

備　　考

　１９４４．５４　㎡

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

Ⅳ　工事仕様

１．施行基準 　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

２．一般事項

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（ 電気設備技術基準）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規（ 条例・ 所轄署指導要領を含む）

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・ 電気工事士法・ 労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

手直し施工を行うこと。

　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

改善策を講じること。

　・ 施工計画等

　＊総合施工計画書

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・ 取り合い等の不明な点や施工上の困難・ 不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

　＊使用機材届出書（ メーカーリスト）

　＊機器明細図

　＊カタログ・ 製作図・ その他諸資料

交通省大臣営繕部監修「 建設材料・ 設備機材等品質性能評価事業」 評価名簿（ 最新版） 又は

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（ 参考） 及び国土

これらと同等以上のものとする。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「 みえ・ グリーン購

入基本方針」 に準ずること。

　関連業者間にて十分協議し実施工程表を作成して監督員に提出すること。　・ 工程表

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること。

　・ 工事使用材料等 　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「 工事写真の撮り方（ 改訂第３版） －建築設備編」 によるほか

監督員の指示により撮影し、電子納品及び以下のものを提出する。

　なおＣＤの提出部数は「 電子納品」 を参照

　＊代表写真（ 不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等） を抽出しＬ

　判相当サイズで印刷。　　　　（ Ａ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ） 　１部

　・ 完成書類

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し、Ｌ判相当サイズで印刷する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ Ａ４版用紙に３枚／ページ） １部

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　　白焼き（ 青焼き不可） で文字潰れのないこと。表紙（ 可能な範囲で背表紙にも） に「 年度、

　工事名、竣工図、受注者名」 を印字（ シール不可） すること。

　＊完成図書（ 試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　＊官公署手続き書類等（ 検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊その他監督員の指示する書類

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする。詳細は監督員と協議する。

　・ 完成確認、完成検査時

　　　の電源確保

　機器の動作確認、電圧・ 極性・ 相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。

　　竣工図は、原図サイズを２部。

　・ 工事写真

　・ 完成写真

　＊工事書類（ 打合記録、工事材料搬入報告）

　＊工事書類（ 工事写真、安全教育・ 訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊製本図面（ 竣工図） ： 図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

　なお実施工程表には埋設・ 隠蔽・ 高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

又、工程については、学校運営に支障が無いよう検討すること。

消施令の適用

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　設置する足場については、「 手すり先行工法等に関するガイドライン」 （ 厚生労働省　平成２１

年４月） により、「 働きやすい安心感のある足場に関する基準」 に適合する手すり、中さん及び

幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「 手すり先行工法による足

場の組立て等に関する基準」 の２の（ ２） 手すり据置方式又は（ ３） 手すり先行占用足場方式によ

　・ 足場

り行うこと。

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること。　・ 施工条件

　・ 既設との取合い

　・ 既設設備の調査

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分

な調査をおこなうこと。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行っておく こと。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる。

　・ 工事中の保安管理

　・ 諸手続

　・ 消防提出書類

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含む。

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

ものとする。防火対象物使用開始届については書類の作成（ 電気設備図面の用意及び電気設備に関

する部分の記述） を行うこと。

場合の措置

　暴力団員等による不当介入（ 伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱） を受けた

場合の措置について

　（ １） 受注者は暴力団員等（ 伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱） による

　・ 不当介入を受けた

　不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速

　やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　（ ２） （ １） により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

　（ ３） 受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　た場合は、発注者と協議を行うこと。

３．耐震基準

版） 」 （ 国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修） による。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「 官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

平成８年版」 （ 建設大臣官房長官庁営繕部監修） 及び「 建築設備耐震設計・ 施工指針（ ２００５年

（ １） 局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（ Ｋｓ ）

（ ２） 地域係数は１．０とする。

（ ３） 自重が１００ｋ ｇ 以下の比較的軽量な機器（ 標準仕様書の適用を受けるものは除く ） の

取付については、取付下地を入念に施工し、標準メーカーの指定する方法で確実に

取付を行うものとするが、監督員の承諾を受ける。

（ ４） 配管配線及びダクトの支持は、標準仕様書及び標準図による。

（ ５） 機器の耐震計算書を提出すること。

重量１ｋ Ｎ（ １００ｋ ｇ ） 以上のアンカー取付機器

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

指示するもの。

４．施工 （ １） 塗装

　・ 指定色で２回塗りとする。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

　　除く ） は原則として塗装を施すこと。

（ ２） 行先表示等

　・ 分電盤、端子盤、制御盤、プルボックス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブル

　　サイズ及び行先の表示を施すこと。

（ ３） セパレータ

　・ 分電盤、端子盤、制御盤、コンセント内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

　　を取り付けること。

（ ４） 保護キャップ等

　・ レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（ おおよそ２ｍ以下）

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

（ ６） 地中埋設配管には、埋設表示杭・ シートを布設すること。

（ ５） 躯体を貫通する場合、鉄筋探査機等を使用し鉄筋を切断しないよう施工すること。

（ ７） 地中埋設配管の埋設深さは、強電〈 ＧＬ－９００〉 ・ 弱電〈 ＧＬ－６００〉 とする。

（ ８） 防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行うこと。

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（ １） 使用機械

　・ 低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

　　立ち使用する測定機器の検査済証（ 写し） 又は校正記録（ 写し） を監督員に提示すること。

（ ２） 測定機器の校正記録

　・ 工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

　　「公共建築工事標準仕様書　最新版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築設備工事標準図　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築改修工事標準仕様書　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」最新版

　　「建築設備耐震設計・施工指針　最新版」

青山ホール電気設備改修工事

青山ホール電気設備改修工事

　・ 電子納品 　工事完成図書は、竣工図・ 施工図のＣＡＤデータ（ ＪＷＷ） 及びＰＤＦを格納。

検証等に協力すること。

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

　・ 発生材の処理等 引き渡しを要するもの（ 　　　　　　　　　　）

　 ・ 事故の発生時

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

（ マニフェスト原本の提示及び、Ｅ票の写しと集計表を監督員に提出すること）

　・ 残土処分 □構内敷きならし　□場外搬出（ 片道運搬距離　約　　ｋ ｍ） 　　　　

　発注者へ引き渡すものについては「 現場発生品調書」 を提出すること。また再利用を図るものに

レ

施工計画書作成、材料手配完了後、令和4年7月1日～令和4年9月30日まで工事を一時中止する。

※工事の中止期間は協議により前後する場合がある。

※工事の中止期間中は現場代理人及び監理技術者は他の現場を受け持つことができる。

平常時： Ｌ ＥＤモジュール１灯点灯・ 非常時： Ｌ ＥＤモジュール１灯点灯

ＬＥＤ　避難口誘導灯片面　Ｂ級ＢＨ形　壁直付形BBH

●質量： １．３ ｋ ｇ

●マルチセンサー　Ｓ－４１

●光源寿命： ４０ ，０ ０ ０時間

●相関色温度： ２ ７０ ０Ｋ（ 電球色）

●セード： アクリル（ 乳白）
●本体： アルミダイカスト （ ブラック）

●寸法： 幅２００×高３３ ７×出１２８

●ＬＥＤ（ 電球色）

４０５　 ｌ ｍ－８．０Ｗ－５０．６　 ｌ ｍ／Ｗ

ＬＥＤブラケット　屋外用　防雨形　壁面取付（ 白熱灯６０Ｗクラス）A4

ＬＥＤＢ８ ７９ ５ １ＹＬ（ Ｋ） －ＬＳ相当品

５．その他

６．工事の一時中止
・施工計画作成及び材料手配完了後、令和4年7月1日から令和4年9月30日まで工事を一時中止とする。

※工事中止期間中は現場代理人及び監理技術者は他の現場を受け持つことができる。
※工事の中止期間は協議により前後する場合がある。

工事の一時中止の取り扱いについては「工事の一時中止のガイドライン（案）（平成28年3月　
国土交通省）による。
契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の
管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。
なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入材料及び
建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び
工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。
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工事範囲

配線器具

プレート

照明器具

特別なものを除き大角型とする

新金属 ステンレス フルカラー（ 　　　　 ）

パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

器具は原則としてＬ ＥＤとし、省エネタイプとする

工事範囲 配管 配線

電
灯
設
備

電気方式　種別

フロアーコンセント アップコン

ＢＴ内蔵型非常照明 ＢＴ別置き型

収納式（ 上下可動） 固定式

単相３線式（ ２００／１００Ｖ） 単相２線式（ １００Ｖ ２００Ｖ　 （ 　　　　　 ） Ｖ）

機器取付 ポール灯基礎工事天井開口及び補強費

盤類形式 埋込み型 露出型 民間仕様 盤内には、施工年月、請負者名、施工者名を記載する。

その他 警報設備 動力設備

雷サージ保護 設置（ ・ 単相用・ 動力用） 設置しない ＳＰＤ（ 低圧用） クラスⅠ クラスⅡ

工事範囲 配管 配線 機器取付 引込 既設配線との接続 警報設備

電気方式 単相２線式（ ２００Ｖ） 　単相３線式（ ２００／１００Ｖ） ６０Ｈｚ

６０Ｈｚ三相３線式（ ２００Ｖ）

電
灯
・
動
力
幹
線
設
備

電気方式 三相３線式　６６００Ｖ　６０Ｈｚ 地中架空

操作方法

受
変
電
設
備

手動式 電気式（ ・ 交流・ 直流）

工事範囲 配管 配線 フェンス工事 改造・ 改修

付属品他

その他

電力ヒューズ（ ３本）

消防庁認定品

フック棒（ １本）

キュービクル型 開放型

油入 モールド変圧器形式

型　　式

電気方式 ３φ３Ｗ　２１０Ｖ　２５ｋ ｖ Ａ

ラジエータ冷却方式 水道冷却方式 屋内型 屋外型　　型　　式

消防庁認定品（ 消防立ち合い試験含む）

種　　類

燃料種類

キュービクル基礎工事

基礎工事

ディーゼル発電装置 ガスエンジン発電装置 ガスタービン発電装置

軽油 灯油 Ａ重油 都市ガス LPG

防災電源専用（ 防災認定品）用　　途 一般用防災電源兼用（ 防災認定品）

キュービクル式 簡易形標準型 低騒音型（ ８５ｄ Ｂ）

屋内 屋外 民間仕様

その他

自
家
発
電
設
備

引込方法 架空 地中

弱
電
設
備

配線工事範囲 機器取付調整配管

既設防災アンプの移設

消防立ち合い試験

既設親時計の移設 スピーカの増設

配線工事範囲 機器取付調整配管

既設受信機の移設

消防立ち合い試験

防火扉自動閉鎖装置制御盤（ １Ｌ ） の新設 感知器の増設

受信機 既設　Ｐ型　１級　４０回線 単独 複合型（ 防火扉　回線＋ガス漏れ　回線）

その他

自
動
火
災
報
知
設
備

盤類
※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による

分電盤、実験盤 ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

●（ 社） 電気学会電気規格調査会規格（ Ｊ ＥＣ） 適合品
※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による

高圧機器
開閉器、高圧避雷器

断路器
●（ 社） 電気学会電気規格調査会規格（ Ｊ ＥＣ） 適合品
●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

消防防災用制御盤
　認定委員会） ） の認定を受け、認定証票が貼付されたもの
●登録認定機関（ （ 財） 日本消防設備安全センター（ 消防用設備等消防用加圧送水装置、不活性

ガス消火設備及びハロゲン化
物消火設備に使用するもの、
火災通報装置、総合操作盤等
の消防用設備等の認定対象品目

　が貼付されたもの
●（ 財） 日本消防設備安全センターの性能評定を受け、評定証票

箱、新ガス系消火設備擁制御
盤、非常通報装置等の消防防
災用設備機器の性能評定対象
品目

※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による
制御盤 ●（ 社） 日本配電制御システム工業会規格（ Ｊ ＳＩ Ａ） 適合品

キュービクル式配電盤

※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による
高圧スイッチギヤ ●（ 社） 日本電機工業会規格（ Ｊ ＥＭ） 適合品

不活性ガス消火設備等の操作

※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による
●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品高圧限流ヒューズ、高圧負荷

ＣＷ形、ＰＷ形

●（ 社） 日本照明器具工業会標準（ Ｊ Ｉ Ｌ規格） 適合品
※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による

（ 省エネ型を優先使用）

　適合マークが貼付されたもの
●（ 社） 日本照明器具工業会の自主評定を受け、Ｊ Ｉ Ｌ ５５０１の

非常用照明器具 ●指定認定機関による型式適合認定または型式部材等製造者認証、
　を受けたもの

誘導灯 ●登録認定機関（ （ 社） 日本電気協会（ Ｊ ＥＡ誘導灯認定委員会） ）
　の認定を受け、認定証票が貼付されたもの

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品照明器具 蛍光灯器具

●Ｊ Ｉ Ｓ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

もの
●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品配線器具 コンセント、スイッチ 一般配線工事に使用する

　　資　機　材　名 　　適　用　範　囲 　　規　格　・ 　メ　ー　カ　ー　等

耐火、耐熱電線 耐火・ 耐熱性を必要とする
場所に使用するもの　

圧着端子
裸圧着スリーブ

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品上記以外の一般配線工事
に使用するもの

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品一般配線工事に使用する
もの

　優先使用） 　　　　　 ブルのあるもの

電線 一般配線工事に使用する ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品
もので、エコ電線・ ケー ●Ｊ ＣＳ（ 日本電線工業会規格） 規格適合品

電線、ケーブル類
（ エコ電線・ ケーブルを

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品
●Ｊ Ｉ Ｓ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

とう電線管、フロアダク
ト、各付属品

一般配線工事に使用する
もの

●（ 社） 日本電線工業会により自主認定（ 評定） されたもの

●登録認定機関（ （ 社） 電線総合技術センター） または指定認定
　機関（ （ 社） 日本電線工業会（ 耐火・ 耐熱電線認定業務委員会） ）
　により認定または評定されたもの

Ｉ ＶＥ、Ｆ ＥＰ、ＣＤ、
合成樹脂製可とう管、可

電線保護物類 金属管、ＶＥ、ＰＦ 、Ｈ

　分　　類

電気設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

　　資　機　材　名 　　適　用　範　囲 　　規　格　・ 　メ　ー　カ　ー　等　分　　類

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品配線用遮断器、漏電遮断器

●（ 社） 電気学会電気規格調査会規格（ Ｊ ＥＣ） 適合品
※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品遮断器 高圧交流遮断器

※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による

●（ 社） 電気学会電気規格調査会規格（ Ｊ ＥＣ） 適合品
●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品特定機器以外の変圧器

低圧進相コンデンサ ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

コンデンサ
※コンデンサのメーカーは「 設備機材等評価名簿」 による

高圧進相コンデンサ ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品直列リアクトルを含む

電圧計、電流計、周波数計、計器
力率計、電力計、電力量計
（ 無検定、検定付） 、他

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

●（ 社） 電気学会電気規格調査会規格（ Ｊ ＥＣ） 適合品
計器用変圧器、計器用変
流器

計器用変成器 ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

●（ 社） 電気学会電気規格調査会規格（ Ｊ ＥＣ） 適合品
保護継電器継電器 ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

絶縁監視装置絶縁監視装置 ※メーカーは「 設備機材等評価名簿」 による

直列リアクトルを含む

高圧回路用、低圧回路用

変圧器 高圧変圧器
　変圧器
●（ 社） 日本電機工業会規格（ Ｊ ＥＭ） 適合品のトップランナー特定機器

防災電源用 ●登録認定機関（ （ 社） 日本内燃力発電設備協会） の認定を受け、消防用非常電源、非常灯等用
予備電源 　認定証票（ 長時間形） が貼付されたもの

発電設備 ディーゼル発電装置 ●発電機及び原動機（ ディーゼル機関） はＪ Ｉ Ｓ規格又は（ 社）防災電源用以外に使用す
るもの 　日本電機工業会規格（ Ｊ ＥＭ） の適合品

ガスタービン発電装置 ●発電機及び原動機（ ガス機関） はＪ Ｉ Ｓ規格又は（ 社） 日本電機防災電源用以外に使用す
るもの 　工業会規格（ Ｊ ＥＭ） の適合品

拡声装置 非常用放送設備
するもの
非常用放送設備として使用 ●登録認定機関（ 日本消防検定協会） の認定を受け、認定証票が

　貼付されたもの

受信機、漏電火災警報器 　証票が貼付されたもの
感知器、発信機、中継器、自動火災報知装置 ●登録検定機関（ 日本消防検定協会） の検定を受け、検定合格

　　ハンドホール
鋳鉄製

桝

※メーカーは「 設備機材等評価名簿（ 機械設備機材評価名簿
　鋳鉄製ふた） 」 による

レディミクストコンクリート、
セメント

マンホール 蓋

コンクリート柱

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品電柱

注　・ 「 Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品」 と指定された資材は、工業標準化法に基づく 適合の表示（ 製品・ 包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にＪ Ｉ Ｓ
　　　マーク表示、またはＪ Ｉ Ｓ規格証明書等の添付） のあるものをいう。
　　 ・ 「 設備機材等評価名簿」 とは、国土交通省官房官庁営繕部監修「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（ 電気設備機材
　　　機械設備機材） 」 の最新版をいう。ただし、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある
　　　場合にのみ有効とする。
　　 ・ 「 設備機材等評価名簿」 に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類を監督員に
　　　提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　　 ・ 特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。

名　　　　　　称 備　　考

引き込み柱（ コンクリート・ 鋼管）

記　号 名　　　　　　称 備　　考記　号

～

，３ ４ 　〃　　　３Ｗ１５Ａ、４Ｗ１５Ａ（ ＯＮピカ）

スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１～６（ ＯＮピカ）

　〃　　　１Ｐ１５Ａ（ ＯＮピカ・ ネーム付）盤類結線図参照

　　　〃

新金属プレート

　　〃

　　〃

電灯分電盤

動力分電盤

Ｓ

接地極

手元開閉器

照明器具　天井取付け 器具姿図参照

　　　〃

　　　〃

　　〃　　壁付け

，

　　〃　　非常照明（ バッテリー内蔵）

誘導灯（ バッテリー内蔵）

天井換気扇、壁付け換気扇（ 設備工事）

　　〃　　ダウンライト

　　　〃

　　　〃

設備機器用スイッチ（ 設備支給品） 取付のみ本工事

，

２Ｅ

２ コンセント　２Ｐ１５Ａ×１、２Ｐ１５Ａ×２

　　〃　　　２Ｐ１５Ａ．Ｅ×２＋Ｅ．Ｔ

端子盤

　　〃

新金属プレート

別図参照

青山ホール電気設備改修工事



電気設備

配置図
．

．

．

．

縮尺

－E 03

特記 訂正 ．

．

．

．

．

．
検図 製図 図名

名称 図面番号

設計番号

A2=1: 300
A3=1: 423

延べ床面積　１９４４．５４㎡
１階＝１４８２．７９㎡
２階＝　４０４．９５㎡
３階＝　　５６．８０㎡

≒３５００＊２０００

≒２２００＊１０００

≒２２００＊１０００
浄化槽ブロアー・ 制御盤（ 機械設備）

高圧受変電設備
≒３４００＊２０００

引込み（ 電力会社） ３φ３Ｗ６６００Ｖ－６０Ｈｚ

Ｐ．ＢＯＸ

６０カ－９１２
中電柱

消火ポンプ設備（ 機械設備）

既設ハンドホール

引込みコンクリート柱（ １２－１９－５００ｋ ｇ ）

柱上ＳＯＧ７．２ＫＶ２００Ａ

1,0006,0003,000

既設建物

駐車場

設備スペース

青山ホール

ｵｲﾙﾀﾝｸ

フ゛ ロンス像 小学校石碑

記念碑

Ｓ＝１： ３００配 置 図

平面図参照

既解体建物

青 山 ホ ー ル 電 気 設 備 改 修 工 事

非常用発電機

新設　消火水槽の基礎4500×3000×H1000(GL+600)
新設　合併処理制御盤の基礎1400×2700×H500(GL+200)
新設　非常用発電機の基礎1060×1700×H500(GL+200)
新設　高圧受電設備の基礎3800×2400×H500(GL+200)

新設　フェンスH=1800基礎共　両開きドアW2000×H1800　錠付



特記
．

．

．

名称 図面番号訂正
．

．

．

－E 04

７．２ＫＶ

２００Ａ

Ｌ ＢＳ

ＶＳ

Ｖ
Ｆ

ＡＳ

Ａ

ＶＳ

Ｖ
Ｆ

ＡＳ

Ａ

Ｆ 　Ｌ
ＳＳＷ

Ｔ Ｃ

ＶＣＢ

７．２ＫＶ

４００Ａ

ＶＳ

９０００Ｖ

ＣＴ Ｔ
Ｉ ＞

×２
（ 瞬時要素付）

Ｖ

ＡＳ

Ａｋ ｗ

／５Ａ

AC100V

１２．５ＫＡ

φ
ＣＯＳ

７．２ＫＶ

２００Ａ

Ｌ ＢＳ

ＰＦ×３ ＰＦ×２

ＣＴ×２ ＣＴ×２

ＬＧＲ
ＺＣＴＺＣＴ

Ｌ ＧＲ

※Ａ ※Ｂ

ＺＣＴ

ＶＴ×２ＰＦ

Ｆ ＶＴ Ｔ

ＤＳ３Ｐ

７．２ＫＶ

４００Ａ

＞Ｉ

ＣＨ

方向性付（ ステンレス製）

（ ＺＣＴ内蔵過電流ロック機構付）

３φ　３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ （ 電力会社）

ＳＯＧ　７．２ＫＶ　２００Ａ

Ｖ Ｃ Ｔ ＤＭＷｈ

ＣＨ

ＣＥ－Ｔ 　３８゜ （ Ｆ ＥＰ８０）

Ｔ Ｃ
＞Ｉ AC100V

ＰＣｘ ３

７．２ｋ Ｖ

１００Ａ

Ｌ Ａ８．４ＫＶ×３

２２゜ （ ＶＥ１６）２２゜ （ ＶＥ１６）

Ｅ（ Ｌ Ａ）ＥＡ

ＣＴ×２

２
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
５
０
／
２
０
（
１
０
０
Ｖ
）

２
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
５
０
／
２
０
（
１
０
０
Ｖ
）

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
６
０
０
／
５
０
０

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
２
２
５
／
１
５
０

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
２
２
５
／
１
５
０

開
閉
器

予
　
　
備

所
内
電
源

Ｇ
Ｒ
Ｙ負

荷
名
称

幹
線
Ｎ
Ｏ

3
0
.
0

1
6
2
.
0

3
1
.
5

容
量
（
Ｋ
Ｖ
Ａ
）

容
量
（
Ｋ
Ｖ
Ａ
）

1
0
1

1
0
2

1
0
3

６０゜ （ ＶＥ２２）

６０゜ （ ＶＥ２２）

６０゜ （ ＶＥ２２）

ＥＡ ＥＤＥＢ

Ｏ

警報盤

（ Ｋ－Ａ ）

Ｌ

漏電信号

ＢＺ屋外ブザー

ＴＳ

※Ａ・ Ｂ

７．２ＫＶ

ＬＢＳ

１００Ａ

ＰＦ×３

ＤＲ
ＳＣ

６．６ＫＶ

１００ＫＶＡ

ＳＲ

（ ＤＣ内蔵） Ｔ Ｒ１φ３Ｗ　１５０ＫＶＡ

６６００Ｖ／２１０Ｖ－１０５Ｖ ６６００Ｖ／２１０Ｖ

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
２
２
５
／
２
０
０

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
２
２
５
／
２
２
５

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
２
２
５
／
２
２
５

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
４
０
０
／
４
０
０

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
４
０
０
／
３
０
０

開
閉
器

負
荷
名
称

幹
線
Ｎ
Ｏ

容
量
（
ｋ
ｗ
）

配
線
サ
イ
ズ

2
0
4

2
0
1

2
0
2

2
0
3

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
１
０
０
／
１
０
０

Ｃ
Ｅ
Ｔ
　
６
０
°

Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０
°

Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０
°

Ｃ
Ｅ
Ｔ
　
６
０
°

Ｃ
Ｅ
Ｔ
２
０
０
°

Ｃ
Ｅ
Ｔ
　
６
０
°

１
Ｍ
－
２
（
１
Ｍ
－
３
）

１
Ｃ
Ａ
Ｐ
－
１

１
Ｍ
－
１

２
Ｍ
－
２
（
２
Ｃ
Ａ
Ｐ
－
１
・
２
）

１
Ｌ
－
１
（
映
写
分
電
盤
）

１
Ｌ
－
２
（
２
Ｌ
－
１
）

調
光
盤

2
0
5

2
0
6

Ｃ
Ｅ
Ｔ
２
０
０
°

２
Ｍ
－
１
（
映
写
分
電
盤
）

合
併
処
理
制
御
盤

Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
５
０
°

Ｃ
Ｅ
Ｔ
　
１
４
°

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
　
５
０
／
　
５
０

2
0
8

Ｆ
Ｐ
　
２
２
°

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
１
０
０
／
　
７
５

３
Ｐ
　
Ｍ
Ｃ
Ｂ
　
　
５
０
／
　
３
０

Ｆ
Ｐ
５
．
５
°セ
パ
レ
ー
ト

Ｔ Ｒ３φ３Ｗ　３００ＫＶＡ（ ８２５Ａ）

※８２５ｘ ２．１４＝１７６５Ａ＞１４８５Ａ（ 開閉器）

2
0
7

非
常
用
発
電
機
（
消
火
Ｐ
）
へ

消
火
補
助
ポ
ン
プ

．

．

図名 設計番号縮尺検図 製図

．

．

A2=1: 200
A3=1: 282

電気設備　高圧受変電設備単線結線図

注意２ ， 内部換気扇は、 サーモスタッ ト 制御とする。

注意１ ， 屋外型仕様とする。

1
.
5

5
.
5

5
.
6

2
8
.
5

3
8
.
3

7
3
.
0

3
1
.
6

4
5
.
5

ＧE

非常用発電機（ ３Φ　２５ｋ ＶＡ）

消火ポンプユニット
207

高圧受変電設備単線結線図

変電設備

網入ガラス 網入ガラス 網入ガラス

低圧電灯盤低圧動力盤コンデンサ盤高圧受電盤

屋外型キュービクル参考姿図

2
3
0
0

2
4
0
0

3470 2270

▼ＧＬ ▼ＧＬ

3800

1000800 800800

2000

2090

2400

125

2
0
0

3
0
0

青山ホール電気設備改修工事

基礎（電気工事） 基礎（電気工事）
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図面番号

設計番号縮尺検図 製図

訂正
．

．

．

．

．

－E 05

NS

※４ 方向エネルギー平均

横軸回転界磁形同期発電機

半導体式全自動充電

５Ｙ ７ ／１ 　 半ツヤ

キュ－ビクル 騒音値※

塗装色

充電方式

耐　 熱

クラス

保護方式

励磁方法

力　 率

極　 数

相　 数

回転速度

発電機

励磁機

電機子： Ｆ 種　 界磁： Ｈ種

８ ０ ％

ブラシレス

３相３ 線

２極

発電機

周波数

電　 圧

電　 流

形　 式

容　 量

要目表

セルモータによる電気始動

制御弁式鉛蓄電池

ＤＣ１ ２ Ｖ－２ ４ ＡＨ（ ＲＥＨ２ ４ ）

乾燥質量 ６ ３０ ｋ ｇ

始動方式

バッテリ－

使　 用

燃　 料

冷却水量

種　 類

容　 量

３． ７Ｌ

２ ８ 　 Ｌ

燃料消費量

搭載タンク容量

種　 類

立形水冷４ サイクルディ －ゼル機関エンジン

冷却方式

総排気量

回転速度

定格出力

形　 式

燃焼方式

ラジエータ冷却

直接噴射式

１． ４９６　 Ｌ

保護警報装置

電機子： Ｆ 種　 界磁： Ｆ 種

装備質量 ６ ６４ ｋ ｇ

ディ －ゼル軽油（ Ｊ Ｉ Ｓ２号）

潤滑油量（ 全量／有効量） ７ ． ２ ／４ ． ７ 　 Ｌ

冷却方式 自由通流形（ Ｉ Ｃ０ １ ）

ラジエータファン風量

始動時間

緊　 急　 停　 止

過　 　 電　 　 流

始　 動　 渋　 滞

5E

48T

51

潤滑油油圧低下

冷却水温度上昇

過　 　 回　 　 転

項　 　 　 　 　 目 デバイス

６ ３ Ｑ

26W

12

警報表示灯

（ 一括）

外　 部　 信　 号警　 　 報
自動停止
機　 　 関

主回路遮断

溶融亜鉛メッキベース 認　 定 （ 社） 日本内燃力発電設備協会仕　 様

２ ５　 ｋ ＶＡ

２２０　 Ｖ

６５ ． ６Ａ

６ ０ 　 Ｈｚ

３６ ００ｍｉ ｎ -1

２ ９ ． ４ｋ Ｗ

３ ６ ０ ０ 　 ｍｉ ｎ -1

７ ． ８ 　 Ｌ ／ｈ

５ ３ 　 ｍ　 ／　 ｍｉ ｎ

４ ０ 秒

　 機側１ｍ、 高さ１ ． ２ ｍ　 半自由音場下による

※パッケージ塗装仕様　 耐塩塗装

開放形（ Ｉ Ｐ２０）

３

機種名称

N
53

3-1

ECU

3-2
PS

MY2-D

53

D

N

P
41P

B-5

41N

B-4

（ ３ Ａ ）

XF

RELAY UNI T

XR
53XR

KJ

W

WVU

VU

CN2-1

CN1-3

C
N
1
-
4

C
N
1
-
6

C
N
1
-
5

CN2-2

CN1-2

S
M

R
M

XYS
M

R
M

R
E
L
A
Y
 
U
N
I
T

RELAY UNI T

T

S

R

Z

Y

X

521

522

523

U

V
GSEX

AVR

J

K

I J

I K

W

A-2A-6

27R

HY

HX

6-5

MCCB-H

A
1

A
2

A
4

A
3VU

4-7

ECU

4-8

TCR
TC

負荷発電
負荷商用

83G

521

522

X

Y
商用電源

83R
523

ヒータ電源

C-14

MX1

83R

MX2MR2MR1
83R

83G

83GRELAY UNI T

C-15 C-16

HX

HY

C-13

R

S

T

負荷電源

XL

YL
充電器回路

Z

MCCB-G1

ECU

5-26-9 5-1

51

6-7

～
V

～
AF84G

CT

結線図

７セグメント Ｌ ＥＤ　 デジタル表示（ 切替式）

２ ０ ． ０ ｋ Ｗ

操作面側

ＥＮＧ側ＧＥＮ側

共通台床

４－Ｍ１６用穴 10
0

2200

390 1420 390
158

1
0
3
0

1
2
0
2

765

1
0
2
.
5

1
0
2
.
5

8
5
5

1
0
6
0

1310 195

1700

65 150

195

4
3
5

2
5
0

1
7
0

排風
吸気

排気出口
６５Ａ

入線口

855

900

電線立上リ位置

監視窓

発電設備外形図（ Ｓ＝１ ／２ ０ ） 参考

45 1310 45

1400

４－φ２０穴 燃料タンクドレン

裏面扉据置式

▼ＧＬ

17001060（ 基礎）

６ ５ ４ ６ ５ ４

ＡＰ２５Ｃ－Ｓ（ 屋外） 参考

電気設備　 非常用発電機仕様書・ 姿図

８５ｄ Ｂ（ Ａ） 以下

屋外型非常用発電機－２ ５ ｋ ＶＡ（ ８ ５ ｄ Ｂ以下）

ＡＰ２ ５ Ｃ－Ｓ（ 屋外） 参考品番

2
0
0

3
0
0

（ 基礎）

基礎及び電線立上がり位置図（ Ｓ＝１ ／２ ０ ） 参考

青山ホール電気設備改修工事

基礎（電気工事） 基礎（電気工事）
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NS

　　５．５０

　　５．５０ 　　５．５０ 　　５．５０ 　　５．５０

１７．１０　１８．７２３１．２０　３９．２９　５．５０５．５０５．５０

　３１．８　２３．４

０．８０７

０．１２５

Ｌ

０．２５０

１．０００

０．２５０

１．０００

１．０００

＊＊Ｄ　＝

＊＊ｄ 　＝

負荷機器（ ４）

　　ａ 　＝

　　　γ　＝

　　ε　＝

特性原動機（ ３）

様式－２　のとおり

特性（ ２） 発電機

ｘ ｄ ’ ｇ ＝

ＫＧ３　＝

ＫＧ４　＝

　△Ｅ　＝

　ηｇ 　＝

自家発電設備出力計算シート（ 負荷表）

単相負荷（ ｋＷ）

ｍｉ （ ｋ Ｗ）

出　力

ｋ Ｗ

入　出　力

換算

＜最大最終＞

１１

数

台

号

記
負　荷　機　器　名　称

ル

プ

－

グ

号

番

様式－２

＜Ｃ＞： ＝｛ ｋ ｓ ／Ｚ ’ ｍ×ｃ ｏ ｓ θｓ －（ ε－ａ ） ×ｄ／ηｂ ｝ ×ｍｉ

（ ただしエレベーター負荷のときは、各式にＵｖ ／ｎを掛けた値とする。）

＜Ｄ＞： ＝（ ｋ ｓ ／Ｚ ’ ｍ×ｃ ｏ ｓ θｓ －ｄ／ηｂ ） ×ｍｉ＜Ｂ＞： ＝｛ ｋ ｓ ／Ｚ ’ ｍ－ｄ／（ ηｂ×ｃ ｏ ｓ θｂ ） ｝ ×ｍｉ＜Ａ＞： ＝ｋ ｓ ／Ｚ ’ ｍ×ｍｉ

負荷出力合計値　Ｋ　＝算　　出

－１

－１

ｍｉ ｎ

ｍｉ ｎ

軽　油

ディーゼルエンジン（ 普通形）

　６０

印

者

成

作

資　格

氏　名

会社名

整合比

定格回転速度

｛ｋＷ定格出力

原動機の種別

使用燃料

原動機出力（ ４）

（ ５）

Ｈｚ

極

定格回転速度

定格周波数

極　　　数

Ｖ

ｋ ＶＡ

２２０

０．８００定格力率

定格出力

定格電圧

発電機出力（ ３）

（ ２）

１．０００

ｋ ＶＡ

消

防

備

設

形式番号

単

制

方

御

式

始

方

動

式

　０．００

Ｓ－ＴＲ－Ｓ

　０．００

Ｔ－Ｒ
選定

Ｍ’ ３の

＜Ｄ＞

選定

Ｍ’ ２の

＜Ｃ＞

Ｍ３の

選定

＜Ｂ＞

選定

Ｍ２の

＜Ａ＞

需

要

率

ｄ ｉ

なる

が最大と

＜Ｄ＞の値

なる

が最大と

＜Ｃ＞の値

なる

が最大と

＜Ｂ＞の値

なる

が最大と

＜Ａ＞の値

ｍｉ ＝Ｍ’ ３＝ｍｉ ＝Ｍ’ ２＝ｍｉ ＝Ｍ３＝ｍｉ ＝Ｍ２＝

選

定

――

最大値　： 　Ａ＝

最小値　： 　Ｃ＝

次の値　： 　Ｂ＝

　出力

　相当

分負荷

Ｍｐ （ ｋ Ｗ）

＊＊： １．０００未満の場合は、消防設備用出力算定には使用できません。

　０．００

　０．００

　０．００

　０．００

　０．００　０．００　０．００

２

３，６００

３，６００

Ｆ－Ｌ

０．１５０

ＰＳ｝

　２１．０

１．１２２

１．６５０

ＭＬＯ消火栓ポンプ

件名：

ＡＰ２５Ｃ（ ２５ｋ ＶＡ／２９．４ｋ Ｗ） 参考

４．２４９

　５．５０ ２３．３７

　２３．４

４．２４９

４．２４９

４．２４９

１．４５８

０．８０７

２３．３７

　３１．８

２３．４

２３．３７

４．２４９

４．２４９

　５．５０

　５．５０
０．６００

　５．５０

　５．５０

０．７６７

４．２４９

　５．５０

　５．５０
０．６００

　５．５０

　５．５０

０．７６７

１．４５８
０．８０７０．８５０

０．０００

２．６７９

１．４７１

　５．５０

　５．５０

　５．５０

　５．５０

　５．５０

　５．５０

２．６７９
　５．５０

　５．５０
０．１２５

　５．５０　５．５０

１．０００

１．０００

１．０００

１．０００

１
）０．００

０．２５０

０．２５０

３３－ ＋ ××

備　　考： ＧはＧ’ の値の９５％以上の値とする．

Ｇ’ 　＝　ＲＧ　×　Ｋ　＝発電機計算出力　Ｇ’ Ｇ　＝発電機定格出力　Ｇ＝ （ ｋ ＶＡ）×

ＲＧ１，ＲＧ２，ＲＧ３，ＲＧ４のうち最大値＞　＝＝　ＲＧ　＜ＲＧ

２

）×３１－（ ＋３××
２

（＋
２

）０．００（ －××＝
１

２

｝ｈ ｐ ｈ×）Σ（＋｛
ηｉ 　×　ｃ ｏ ｓ θｉ

Ｒ３ ｉ 　×　ｈ ｋ ｉ２

｝）（Σ｛×ｈ ｂ＝Ｈ※
Ｒ６ ｉ 　×　ｈ ｋ ｉ

ηｉ 　×　ｃ ｏ ｓ θｉ

２

）３ｕ３ｕ１ ＋－（×）
Ｃｉ

ηｉ ×ｃ ｏ ｓ θｉ

２

２－ ×Σ＋ΣΣ（＋
Ｂｉ

ηｉ ×ｃ ｏ ｓ θｉ

Ａｉ

ηｉ ×ｃ ｏ ｓ θｉ

２
（（ Ｈ－ＲＡＦ ）××＝

１

ＫＧ４Ｋ

１

｝×＋）
１．０００

）×（
｛ －１×× （＝

＝

－１ ｝｛ ＋）（ ×××＝
ｄ ｋ ｓ

Ｚ ’ ｍ

Ｍ３

Ｋ Ｋ

Ｍ３

（ ηｂ×ｃ ｏ ｓ θｂ ）

ｆ ｖ １

ＫＧ３

ＲＧ４

ＲＧ３

＝
（ 　１　－　△Ｅ　）

△Ｅ

＝×××＝
）（ 　１　－

ｘ ｄ ’ ｇ ×××
Ｍ２

Ｋ

ｋ ｓ

Ｚ ’ ｍ

無　　（ ０）

エレベーター
ＲＧ２

＝）（× １）（＋＋１
２

＝
２

）
２

×（ ３ｕ３ｕ１ ＋－
２
）

△Ｐ

Ｋ
（＋＋１

△Ｐ

Ｋ
Ｓｆ 　＝

＝＝
）－（

△Ｐ

（ 　Ａ　－　Ｃ　 ）
ｕ 　＝

＝２×－＋△Ｐ　＝　Ａ　＋　Ｂ　－　２Ｃ　＝

＝

（

ｃ ｏ ｓ θｓ

０．２５０１．０００
１．０００

＜最大最終＞様式－４

自家発電設備の出力 Ｇ　＝ 力率　＝（ ｋ ＶＡ）
Ｅ　＝

（ ＰＳ）

（ ｋ Ｗ）

＝

（ ｋ Ｗ）Ｅ＊　＝ＭＲ’ 　＝

ＭＲ　　＝

原動機定格

出力　Ｅ

整　合 ＭＲ’ 　＝
Ｅ’

Ｇ　×　ｃ ｏ ｓ θｇ
× ηｇ ＝

０．８００×
×

＝× （ ｋＷ）

原動機計算

出力　Ｅ’ Ｅ’ 　＝　ＲＥ　×　Ｋ　＝

＞　＝＝　ＲＥ＜ＲＥ ＲＥ１，ＲＥ２，ＲＥ３　のうち最大値

１．０００
１－ ＋ ｝）（｛ ×××××＝

＋１－ ｝）（｛ ×××××＝

＝

１

ＲＥ３
Ｋ

Ｍ’ ３

Ｋ

Ｍ’ ３

Ｚ ’ ｍ

ｋ ｓｄ

ηｂ

１

γ ηｇ ’

ｆ ｖ ３

ＲＥ２

１．０００

｝××＋

１－－ ））（｛ ××××＝

＋１－ ｃ ｏ ｓ θｓε－ａ） ）（（ ｝｛ ××××××＝

１

Ｍ’ ２

Ｋ Ｋ

Ｍ’ ２

ηｂ

ｄ１

ε

＝

ηｇ ’

ｆ ｖ ２

Ｚ ’ ｍ

ｋ ｓ

１．０００Ｄ ＝＝＝ ×××× ）））） （（（（
１１１１

ηｇηＬ
ＲＥ１

自　家　発　電　設　備　出　力　計　算　シ　ー　ト　（ 　原　動　機、　整　合　）

ＲＧ

（ ｋ ＶＡ）

Ｅ＝ （ ｋ Ｗ）

ＲＥ

ＲＥ３

ＲＥ２

ＲＥ１

０．１４０

０．１４０

０．１４０

０．１４０

０．００

０．００

１．０００

０．０００

０．０００．００

０．００

１．０００

ＲＧ３

ＲＧ２

ＲＧ４

許容電圧降下出力係数

短時間過電流耐力出力係数

許容逆相電流出力係数

定常負荷出力係数

許容回転速度変動出力係数

許容最大出力係数

　　０．００　０．００　０．００

１．０００ １．０００

１．０００ １．０００

ディーゼル機関（ 普通形）

　０．００ 　０．００
１．０００

０．１５０

備　　考： ＥはＥ’ 又はＥ＊の値以上の値とする．

０．８０００．８５０

０．８８０

０．７６０

０．７６０

０．８５０

０．８５０

２

２

０．８００

１．６５０

３．８１０

３．８１０

３．８１０

２１．０２０．９６３．８１０

３．８１０

２１．０
１．１２２

１．１２２

１．１２２

２１．０

件名：

電気設備　非常用発電機計算書

＜＜消防庁予防課監修＞＞

自家発電設備出力計算書

様式－１ ＜最大最終＞

対象負荷機器（ １）

特性等

種　　類

自家発電設備

（ １）

日月

計算書　Ｎｏ ．

屋外用キュービクル式普通形

年２０２１
件名：

９ １３

１．４７１
０．８５０

ＲＧ１ ＝
０．８００

×
１

１．０００ ××
１１

ｃ ｏ ｓ θｇ
Ｓｆ ×××Ｄ

１

ηＬ
＝

自　家　発　電　設　備　出　力　計　算　シ　ー　ト　（ 　発　電　機　）

＝

様式－３ ＜最大最終＞

１．０００
ＲＧ１

定常負荷出力係数

件名：
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幹線設備図（ １階） 改修後
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検図 製図 図名

名称 図面番号

設計番号

A2=1: 200
A3=1: 282
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650

G

ピアノ保管庫

101

廊下

中２階倉庫

倉庫

階段下倉庫

廊下（ ２ ）

DN

7
,
5
0
0

204

103

倉庫

３φ Ｉ Ｖ５．５°ｘ ３Ｅ２．０（ ＣＤ２２）

楽屋
廊下（ ４ ）

A

A

警報 ＣＥＥ２°－２０Ｃ（ 天井内コロガシ）

起動 ＨＰ１．２－　５Ｐ（ 天井内コロガシ）

A

消火ポンプユニット （ 機械設備工事）
３φ２００Ｖ－５．５ｋ Ｗ

消火補助ポンプユニット （ 機械設備工事）
３φ２００Ｖ－１．５ｋ Ｗ

防水接続（ ３ＭＪ参考）
既設ハンドホール内にて既設配線と接続を行うこと。

新設警報盤（ １０Ｌ ）

Ｘ 　１

Ｘ　２

Ｘ　３

Ｘ　４

Ｘ　５

Ｘ　６

Ｘ　７

Ｘ　８

Ｘ　９

Ｘ１０

消火ポンプ起動

防災用発電機起動

消火呼水水槽異常

消火ポンプ故障

キュービクル異常

防災用発電機故障

消火水槽異常

消火補助ポンプ異常

合併処理槽異常

ヨ　ビ

ＰＡＮＡ（ ＢＲＮ１ １ ０相当品）

負荷名称幹線ＮＯ

ＦＥＰ　８０

Ｆ ＥＰ　８０

Ｆ ＥＰ１００

配線サイズ 接地線 配管 開閉器

３Ｐ　ＭＣＢ　２２５／２００

３Ｐ　ＭＣＢ　２２５／２２５

３Ｐ　ＭＣＢ　２２５／２２５

３Ｐ　ＭＣＢ　４００／４００

容量（ ｋ ｗ）

28. 5

38. 3

73. 0

31. 6

201

202

203

204

１Ｍ－２（ １Ｍ－３）

１ＣＡＰ－１

１Ｍ－１

２Ｍ－２（ ２ＣＡＰ－１・ ２）

Ｆ ＥＰ１００ ３Ｐ　ＭＣＢ　４００／３００45. 5205 ２Ｍ－１（ 映写分電盤）

206

ＣＥＴ １００°

ＣＥＴ １００°

ＣＥＴ 　６０°

207

208

Ｆ ＥＰ　８０

Ｆ ＥＰ　８０

配線サイズ 接地線 配管

３Ｐ　ＭＣＢ　２２５／１５０

３Ｐ　ＭＣＢ　２２５／１５０

開閉器容量（ ＫＶＡ）

30. 0

31. 5

幹線ＮＯ

101

102

負荷名称

１Ｌ－１（ 映写分電盤）

１Ｌ－２（ ２Ｌ－１）

Ｆ ＥＰ１００ ３Ｐ　ＭＣＢ　６００／５００162. 0103 調光盤

ＣＥＴ 　６０°

ＣＥＴ 　６０°

ＣＥＴ ２００°

5. 6ＣＥＴ １４° Ｆ ＥＰ　３０ ３Ｐ　ＭＣＢ　　５０／　５０

Ｆ ＥＰ　８０ ３Ｐ　ＭＣＢ　１００／　７５非常用発電機（ 消火Ｐ） Ｆ Ｐ２２°－３Ｃ ５．５° 5. 5

消火補助ポンプ Ｆ ＥＰ　３０ 1. 5 ３Ｐ　ＭＣＢ　　５０／　３０ＦＰ５．５°－３Ｃ

ＣＥＴ ２００°

ＣＥＴ １５０°

ＦＥＰ　８０

Ｆ ＥＰ　３０警報 ＣＥＥ２－　２ＣK-2

Ｆ ＥＰ　３０警報 ＣＥＥ２－１０ＣK-10

Ｆ ＥＰ　５０警報 ＣＥＥ２－２０ＣK-20

Ｆ ＥＰ　３０消火栓起動 ＨＰ１．２－５ＰS-1

合併処理制御盤

５．５°

５．５°

新設警報盤（ １０Ｌ ） 表示窓

45,000

6,200 5,250 5,250 5,450 5,450 5,450 5,450 6,500 3,050

10,500 21,8002,200 1,400 2,600 1,800 4,700

8,65013,000

2,500

1 2 3 4 5 6 7 8 9

HH

DS
前室

207 K-2

Ｐ．ＢＯＸ（ ｗｐ ） ＳＵＳ
６００ｘ ６００ｘ ４００

３００ｘ ３００ｘ ２００～３

ＣＥ－Ｔ 　３８°　（ Ｆ ＥＰ８０）

ＣＥ５．５°－２Ｃ（ Ｆ ＥＰ３０）

６ｋ Ｖ

６００Ｖ

206 K-2

合併処理制御盤（ 機械設備工事）
３φ２００Ｖ－５．６ｋ Ｗ

柱上ＳＯＧ７．２ＫＶ２００Ａ方向性付（ ＧＲＹ ） ，ＰＣｘ ３， Ｌ Ａ８．４ＫＶｘ ３

引込みコンクリート柱（ １２－１９－５００ｋ ｇ ） 装柱材料、一方支線、根架等一式

ＥＤ

Ｅ１００゜ （ ＶＥ２８）
Ｐ

Ｐ

208K-10S-1

ハンドホール
１２００ｘ １２００ｘ １２００Ｈ
６００φ（ 重荷重）

非常用発電機（ ２５ｋ ＶＡ）

高圧受変電設備（ 屋外型キュービクル）９００ｘ ９００ｘ １２００Ｈ
６００φ（ 重荷重）

Ｅ（ Ｌ Ａ） ＥＡ ＥＡ ＥＢ ＥＤ

Ｐ

起動 ＨＰ１．２－　５Ｐ（ Ｅ２５） 外壁露出配管

警報 ＣＥＥ２°－２０Ｃ（ Ｅ５１） 外壁露出配管

３φ ＣＥ３．５°－４Ｃ（ Ｅ３１） 露出配管

ハンドホール

ＯＩ Ｌポンプ

Ｐ．ＢＯＸ（ ｗｐ ） ＳＵＳ

０．４ｋＷ

103102101

203202 204201

K-20

205

S-1

引込み（ 電力会社） ３φ３Ｗ６６００Ｖ－６０Ｈｚ

GL-900

GL-900

1M-3

1M-2

1L-1

1L-2

1M-1

2CAP-1

1CAP-1 調光盤

DN
DN

倉庫

注１，図中に示す太線の器具、配管、配線の新設を行うこと。

青 山 ホ ー ル 電 気 設 備 改 修 工 事
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電灯照明設備図（ １階）
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１Ｌ－２へ

1L-2

主開閉器一次側に新設開閉器取付とする。

・ ２ＰＭＣＢ５０／２０ＡＴ－１００Ｖ×４ヶ

（ ＭＭＡ） ｘ ４

ｘ ４

自火報受信機用電源

非常放送アンプ用電源

防火戸操作盤用電源

既設電灯盤（ １Ｌ－２） 改造

天井４５０＊９００ビス止め
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３

注１，図中に示す実線の器具、配管、配線の新設を行うこと。

注２，配線図中特記なき配管配線は下記とする。

　〃　　１．６－３Ｃ（ １Ｃ＝Ｅ３）

　〃　　１．６－３Ｃ

　〃　　１．６－２Ｃ

　〃　　１．６－２Ｃ×２
ＭＭＡ 露出ケーブル部分の保護　（ メタルモールジングＡ型）

廊下（ ２ ）

２

ＥＥＦ 　２．０－２Ｃ

ＥＥＦ ２．０－３Ｃｘ ４（ 天井内コロガシ）

ＥＥＦ ２．０－３Ｃ（ Ｅ１９）

２Ｅｗｐ

A

A

警報盤用電源

既設コンセントの脱着

新設コンセント（ 臭突用電源）

丸内のみ２階を示す。
（ チャイルドルーム）

3 4 5 6 7 8

B

C

A ハツリ貫通及び補修ヶ所を示す。

溝ハツリ及び補修ヶ所を示す。

立上げ露出配管は　金属管にて保護とする。

Ｓ＝１： ２００１ 階平面図（ 改修後）
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青 山 支 所 解 体 前 １ 階 平 面 図 （ 参 考 ） Ｓ＝１：２００

既解体建物

既解体建物
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１ 階 平 面 図 Ｓ＝１： ２００
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収納庫

会議室

電気設備

弱電設備図（ １階）
．

．

．

．

縮尺

－E

特記 訂正
．

．

．

．

．

．
検図 製図 図名

名称 図面番号

設計番号

A2=1: 200
A3=1: 282

1T-1

《 Ａ》

1T-2

《 Ａ》

ＡＭＰＮＣ

※ア

※イ

17

14

14

時計

TV

TEL

呼出し

　〃

ＨＰ１．２－　２Ｃ（ ＰＦ １６）

７Ｃ　－　ＦＢ　　 （ ＰＦ ２２）

　　Ｃ　　　 （ ＰＦ ２８） ×３

ＡＥ１．２－　５Ｐ（ ＰＦ ２２）

ＡＥ１．２－　２Ｃ（ ＰＦ １６）

放送 ＨＰ１．２－　５Ｐ（ ＰＦ ２２）

ＲＭ ＨＰ１．２－　５Ｐ（ ＰＦ ２２）

TEL 　　Ｃ　　　 （ ＰＦ ２８） ×２

　　Ｃ　　　 （ ＰＦ ２８） ×１

３００ｘ ３００ｘ ２００
Ｐ．ＢＯＸ

TV

新設

既設 ＨＰ１．２－　５Ｐ（ ＰＦ ２２）

注．立上げ露出部分は、（ ＭＭＢ） にて保護とする。

※イ

※ア

・ 電源（ ＡＣ１００Ｖ） をトイレ呼出装置より取出し。

A

新設

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ コロガシ）新設

A

A

ＨＰ１．２－３Ｃ（ コロガシ）新設

ハツリ貫通及び補修ヶ所を示す。A

スピーカ（ 天井埋込型－丸形アルミ－３Ｗ－ＡＴ Ｔ付）

新設

ＥＥＦ ２．０－３Ｃ（ ＭＭＡ）

1

Ｘ． 2

Ｘ． 3

Ｘ． 4

Ｘ． 5

Ｘ． 6

Ｘ． 7

Ｘ． 8

Ｘ． 9

Ｘ．10

Ｘ．11

Ｘ．12

Ｘ．13

Ｘ．14

Ｘ．15

Ｘ．

庁舎１階

庁舎地階

庁舎２階

町長室

事務室

廊下

会議室

庁舎３階

廊下

室内

　〃

　〃

　〃

公民館１階

ホール

　〃

公民館２階

公民館２階

公民館３階

外部

ホール１階

ホール２階

楽屋２階

ホール３階

ヨ　ビ

ヨ　ビ

16

17

18

19

20

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

楽屋１階

１Ｔ－１送り

１Ｔ－２送り

非常放送アンプ　既設（ ２４０Ｗ－２０Ｌ ） 表示窓

DN

昇降床

A

・既設、子時計撤去後、伊賀市支給機器を取付。

親時計（伊賀市支給）

非常放送アンプ（伊賀市支給・２４０Ｗ－２０Ｌ）

・既設、防災リモコンマイク撤去後、伊賀市支給機器を取付。

伊賀市支給機器

新設を示す。

既設を示す。
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倉庫

電気設備

自動火災報知設備図（ １階）
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．
検図 製図 図名

名称 図面番号

設計番号

A2=1: 200
A3=1: 282

１ 階 平 面 図 Ｓ＝１： ２００
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火報 ＨＰ１．２－１０Ｐ（ ＰＦ ２８）

火報 ＨＰ１．２－　７Ｐ（ ＰＦ ２２）

1

3

火報 ＨＰ１．２－１０Ｐ（ ＰＦ ２８） ×２

火報 ＨＰ１．２－１０Ｐ（ ＰＦ ２８）

火報 ＨＰ１．２－１０Ｐ（ ＰＦ ２８）

A A

注．立上げ露出部分は、（ ＭＭＡ） にて保護とする。

火報 ＨＰ１．２－１５Ｐ（ ＰＦ ２８）

ＨＰ１．２－　５Ｐ（ ＰＦ ２２）防扉

ＨＰ１．２－　５Ｐ（ ＰＦ ２２）防扉

Ｓ

15

Ｓ

Ｓ

ｽﾛー ﾌ゚

会議室

倉庫

廊下（ ２ ）階段下
倉庫

2

W,WC 手洗 身障者用
便所

事務室 ｽ
ﾛー
ﾌ゚ A

ＨＰ１．２－　５Ｐ（ コロガシ）

新設

A

※ア

※イ

※イ

※ア

廊下

新設

ＡＥ１．２－４Ｃ（ コロガシ）新設

A

Ｓ

ハツリ貫通及び補修ヶ所を示す。

Ｓ 光電式スポット型煙感知器　２種

1

Ｘ． 2

Ｘ． 3

Ｘ． 4

Ｘ． 5

Ｘ． 6

Ｘ． 7

Ｘ． 8

Ｘ． 9

Ｘ．10

　〃

調整室

Ｘ．11

Ｘ．12

Ｘ．13

Ｘ．14

Ｘ．15

　〃

リハーサル室

Ｘ．

事務室楽屋他

ステージ上部

客席上部

立見席

ステージ下部

ホール収納庫町民会館１階

　〃

町民会館２階

町民会館３階

町民会館

Ｄ階段

Ｂ階段

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

Ａ階段

図書室他

ホール

談話室他

公民館１階

Ｃ階段

　〃

自火報　既設受信機（ Ｐ－１－４０Ｌ ） 表示窓

16

17

18

19

20

公民館２階

公民館３階

公民館

庁舎地下１階

Ｃ階段

西

Ｘ．

Ｘ ．

Ｘ ．

Ｘ ．

Ｘ ． 庁舎１階

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

東

庁舎２階 西

東　〃

西

東　〃

庁舎３階

庁舎　ダムウエーター

庁舎　Ｂ階段

庁舎　Ａ階段

庁舎　西ＰＳ

庁舎　塔屋

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

Ｘ．

庁舎１階

Ｘ．31

Ｘ．32

Ｘ．33

Ｘ．34

Ｘ．35

Ｘ．36

Ｘ．37

Ｘ．38

Ｘ．39

Ｘ．40

電気・ 機械室

ヨ　ビ

ヨ　ビ

ヨ　ビ

ヨ　ビ

ヨ　ビ

ヨ　ビ

ヨ　ビ

庁舎　東ＰＳ

ヨ　ビ

防扉

DN

昇降床

新設　防火扉自動閉鎖装置制御盤（ １Ｌ ）

自火報受信機（伊賀市支給・Ｐ型－１級－４０Ｌ）

・既設、副受信機（４０Ｌ）撤去後、伊賀市支給機器を取付。

新設を示す。

既設を示す。

伊賀市支給機器

既設受信機へ
※配線撤去済み

火報 ＨＰ１．２－１０Ｐ（ ＰＦ ２８） ×２

火報 ＨＰ１．２－１５Ｐ（ ＰＦ ２８）

火報 ＨＰ１．２－　７Ｐ（ ＰＦ ２２）

ＨＰ１．２－　５Ｐ（ ＰＦ ２２）防扉
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砕石t=100

名 称

図 名

図 面 番 号

設 計 番 号縮 尺検 図 製 図

特 記 訂 正
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新設　高圧受電設備の基礎3800×2400×H500(GL+200) 新設　非常用発電機の基礎1060×1700×H500(GL+200) 新設　合併処理制御盤の基礎1400×2700×H500(GL+200)

新設　消火水槽の基礎3800×2300×H1000(GL+600)

ＧＬ ＧＬ ＧＬ

ＧＬ

捨てコンクリートt=50 捨てコンクリートt=50
砕石t=100

捨てコンクリートt=50
砕石t=100

捨てコンクリートt=50
砕石t=100

S =1 : 5 0

S =1 : 3 0

青 山 ホ ー ル 電 気 設 備 改 修 工 事 Ｅ － １ １

設 備 基 礎 詳 細 図


